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支化.. 事 5月 大雨Kよ句淀川の猷木‘九条~檀白川の北面K浸水
慶応2.. 9月 ..と大画面6とより、安治川以北の118大






















































*曾tI祢 発生年 根容 11 1:> 
J..平勝『誌の前期 '"年頃 大阪の般白の木容1i!!Ij、鍋埠で高槻鋭治人樹I!i
宜聞の“‘" ~明 7年 拘思~紀伊の他陣と{lc.fl!R大慣習
1!前の高揚 弘治8年 "定患尼簡の沿r;Hζ後書、医良樹死多し.
1: 5I.の高帽 1670年 .告ら〈過去艦大の*嘗‘ a刷は土佐細川，道頓捌11
I<~で突入し、温<，'位方まで趣威したとか. u岨
の笥船aみ、 死R揖乃人~柏らず，
宝燃の li! 官瞬 Is?r 百世円"樫密.音宇治11，本l，mの州[1へ船耽畠よぜ
棋を聴す，
帽1桔 -4~"の高幌 1871 年 嵯rJI07所TlII峰、宮市川場防、正lf"川嵯腕付
近に舷署
事声台風 1984年 令磁的被曹、大阪市i全体iζ大被害、死者 '.俊樹8入、
持;土61*'万2乎同
ーユ且-/台風 1950年 開白地方1<大観書、 車戸古."匹搬する大型E望広大
隠そ家障の:rr婦は遭ーする植響
tJ !I 13 .} 1953(ド At"1名、 休上最*7，0fr1r司
館 2司区同台風 1961 (f I!i有T阜、 床上浸水拘6万I平岡、内大島庫梅岡川
地蝿tζ大慣寄
表-3 大阪を襲った大きなj掌波
II 11 名 ‘£ 円 隆警・a 'Il 
弘仁の樟!l! 弘e.年 梅水S降溢し220名死守{織B'伝記〉
正司院の律 a 1861年(正早S】 教百人の働帥死す (続U'主紀}
宝永の..I史 1107年 五世七週K庄A副大地慣でー倒植草履四，前同‘托
‘!気ぬ人
1i&の1$ !l! I 8 54 ~f I I月 掴貫..よ り色埠81c..，lる檀曹が大"‘陀"町S
人‘ ~2.000 哩"被害. 安船111， "，"，川"山のよ
うな〈圃.船場、島J内耳 でもI$!l! 
H医爾榔姻 1 1944牢 大阪措付近の.，，，.は散 t帽、観密画んど与し
術縮語道局霞 1946年 大阪港付近の厳粛u数+局、 a質管.少、
恥骨山限幽卓ではa高...冒




































~ 2. 2 大阪の火災史と地震災害史
大阪の災害史における第 2の主役は. 日常時の都市大
火と地震災害である。





















る(~ 2 . 1に既述)。特に被害の大きかったものは1707
表-4 大阪の都市大火
時代 件数
江戸 I 42 
明治 I 11 




































地震 名 盗事 勾 マ事ニ .語 、 彼奮 なと
仁和の瑚 E 887年(仁拘3) 8.6 紀半島伸.模機調の彼曹と<"*
正平の'". 1361年〈正零時} 8. • 記単島除.様摩開天王ミ場企雪震が色倒.
:主ホのlIII. 1707fJ;(宜"'4) 8.' 聞南梅遭"..大骨では家屋1.0曲、橿田昌1
.れ、死1:'"同ん
安政の創・. 185" 年{ 安温紀酎州半， )8' 東梅地方~申国・同開地方まで大観響.
121n巧45日 畠島神 ;itfiで1.1..で大観客.
康困層 調修 a・2 1944惇【昭和'9) 8.8 R健術指語道〈紀伊半島司闘方伸).大阪で中犠
望畢
南 a・E ・. 194.6年f昭和21) 8.1 紀半島神.大阪で中領容
B. 円隆.1<震厳~待つ.Il(主伝‘の~I反骨〕
発 生 長手 M Il '" 彼書マグニテsード
9.8 (天.1) 6.9 山媛大剥
1510 (永正7) 6.7 問内側帳館.例守王寺の島棋倒れる.
1596【慶長 1) 7.0 佐川筋II::t:Htる厳大の地Il.大野では町家.，制当刷れる.
IJで路氏1:醐 ん
1662 (喧宜2) τ‘ 鍵竃鯛西陣.京僚で散乎僚のヨu，..余儀では、町家Z咽酬と死者
1854 (安政1) 6.9 伊剣上野.大阪では絹当のIl・
1899 (朝治32) 7‘ 紀伊大相。大除では水温"が厳楓し拠乱したため色刷E也容.
1936(昭和1 ) 6.4 桐内大加の!!I1l.大阪府ドでJl':1i'個以上が傍..大殿市内
では治院と大正区に破讐集中‘

















































































では ， 昭和43-46年の~1Iに . 建物火災の件数がl呼び.i11}JII し
ているが，他都市ではそうなっていないことである。図
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戦後の人口および火災件数の変化



































































行政区 ①予銀全製(率勉) ③予組出火(率繕〉 ③世 m 数 ①(予①銀出×火③件〉数 ⑤耐火造建物の ⑥耐火活率 ⑦消防力による @消防力を考慮し割合 (侮〉 で補正 消火件数 た延焼火元の件数
~~ 4 O. 070 14.400 10 36 6 3 8 
大淀 7 O. 098 14.800 14 21 11 a 8 
lI IJ 4 O. 070 3 O.100 21 17 17 7 10 
福島 4 O. 070 2 O.100 14 28 10 4 6 
此 lE 10 O. 120 25.300 80 24 23 5 18 
草色 s O. 059 8. 100 5 41 3 2 l 
的 s O. 059 16.700 10 42 6 5 l 
港 15 。155 33.900 53 21 42 7 35 
大正 10 。120 27. 700 33 23 25 6 19 
天王寺 2 O. 046 19.800 9 23 16 4 12 
南 s O. 059 14. 500 9 36 6 8 3 
担望 遠 4 O. 070 2 O.500 14 32 10 4 6 
西淀川 10 O. 120 31. 000 37 23 28 7 21 
淀川 7 O. 098 55. 200 54 17 45 12 33 
東淀川l 10 O. 120 58.300 70 13 61 13 48 
東成 4 O. 070 29. 200 20 16 17 6 11 
生野 4 O. 070 56. 300 39 14 34 12 22 
旭 7 O. 098 41.900 41 10 37 9 28 
島走破 4 O. 070 53. 000 37 17 31 11 20 
鶴見 7 O. 098 27. 800 27 19 22 6 16 
阿倍野 2 O. 046 45. 200 21 11 19 10 9 
住之江 3 O. 059 37. 000 22 17 18 8 10 
住吉 2 O. 046 63. 500 29 11 26 14 12 
東住吉 2 O. 046 56.200 26 11 23 12 11 
平野 3 O. 059 6 O. 300 36 21 28 13 15 
西成 4 O. 070 66. 500 47 13 41 14 27 
































































1 )大阪市 :大阪市風水害誌. 1935年5月
2 )大阪市:昭和大阪市史，第 6巻. 1953年
3 )大阪都市環境会議編:おおさか原風景，関西市民書
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No. 1 3 . 197811'-
16)大阪市消防局・消防に関する都市等級凋先結来舎，
昭和53年3H
(ug利56年1月10日.:t思)
